
「大地と 心と 地域を 耕す」 NPO法人  す ず し ろ  ２２

 

・8 月の厳しい暑さから 9 月に入っての長雨と 異変と言いたいよう

な 天候がつづきました。 

ブルベ 桑の葉収穫というこの季節特有の援農作業も  

会員各位の 絶大なご協力を頂き ほぼ 目的値を 

達成できました。ありがとうございました。 

○ 8 月の援農時間は 1833h  / 参加者 63 人。 

(  7 月 1658h   6 月 1500h )

 

(1) 「江戸東京野菜」 ・・・・・  現在40 種類 登録 

  昭和 30 年頃までの在来種で都内の畑で栽培されていた伝統品種を JA 東京中央会が認定

したもの。八王子からは高倉大根と川口エンドウが登録済み。「生姜を申請し 認定待ち」 

(2) 野菜の種まき  ・・・・・ 白菜 と 玉葱 

「より良質な苗を入手するためには 種蒔き時も 大切なポイント」「直蒔きであれば白

菜は 8 月最終週～9 月第一週の間」「玉葱は 秋の彼岸前後- 早すぎると塔だちする」 

(3) 電気柵    ・・・・・ 安全策 「漏電遮断機」「電流制限」「危険表示」等 

  伊豆半島方面で柵に触れて死亡という不幸な事故がありました。八王子市内にも 柵が

設置されている畑があります。安全対策はとられているはずですが 表示に注意着目方。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                              

            
  

 
 
 
 

す ず し ろ ２２ 2015 - 9 月報 
すずしろは大根 それは大地の豊な恵の象徴   
22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

八王子市  小嶋 裕美 

人 材 — 農 家 需 要 と 市 民 意 欲 の マ ッ チ ン グ 

(1) ♪ 十五夜お月さん ご機嫌さん ･・・・ ♪  

台風の影響からでしょうか 早めの秋雨の様な 天候がつづきました。秋晴れの季節 

も もうすぐかと 期待しています。収穫の秋をむかえます。援農にも ご参加方。 

(2) エンジン草刈り機 

草刈り機の使用は 会として 禁止の扱いでいますが 実情に合わないとの声もあり

ます。講習会受講者リストの作成を 検討しています。受講済みの方 連絡下さい。  

(3) イベント 2 件 – すずしろ祭りとJA 農業祭 

JA 農業祭が11 月14 15 の 両日 計画されています。例年どおり参加の予定。 

すずしろ祭りは 農繁期を避けて農家さんにも参加頂いて 総会後開催の予定です。 

 
9/1 小比企町に 『コスモスふぁーむ』を    
開設しました。                —小屋づくり風景— 

北野街道沿いの小比企郵便局の 南 300m ほどに位置しています。 
50 ㎡/区画×23  使用料 17000 円/区画・年  継続使用可

参加者の募集を継続しています。知人へのご紹介も お願いします。 
 
 NPO 法人 : すずしろ 22 が農園を開設する 目的・事由 

① 遊休農地の活用    ･･･････        環境景観の改善に寄与 
② 一般市民に農体験の場を提供  ････ 農の裾野を拡張 
③ 新規営農形態の創出・提案･   ･･･   農家収入への協力 
○ すずしろ 22 自体の経営基盤の強化 ･･会の運営経費の確保 

「 大根を 三つに切った 物価高 」( 全国紙 ) 

8 月 28 日(金)  18:00～21:00  浅川市民センター
 
① 予算執行状況   ほぼ予算どおり 
② 援農における「農家別グルーフ化/窓口設置」の運用状況 
③ 今後のイベントへの対応   

『すずしろ祭り』- 2 月へ 
『JA 農業祭』 - 11/14 15 冨士森公園  参加 

④ であいふれあい市(『デフレ』)への出品 9 月より見送り 
⑤ 小比企地区新農園『コスモスファーム』の開設  
⑥ 新会員の受付けルーチンについて  略 
⑦ 事務局機能の見直しについて･      等     小比企で見かけた ごま畑 

『援農』 活動状況 

 8 月 度  理 事 会 より 

 

 

道の駅で偶然購入したトマトの美味しさに感動し「坂本真一」と記され
ている生産者シールを見て ここでお手伝いできたら、と思ったのがき
っかけです。でも、私にもできるのかしら ??  
不安と楽しみを感じながらむかえた第一日目。畑に立った瞬間 土が こ
んなにやわらかいとは !! 
しかし、6 月末からスタートした援農は 暑さとの戦いでした。 

滴り落ちる汗を拭いながらの雑草取り、元気な草たちにもいい香りのす
るものや、手で簡単に抜けるものなどさまざまな姿がある。何度か突然
の豪雨にみまわれたりしたこともありますが、こういった自然と向き合
うことが援農の醍醐味なのではと思います。 
私は今、これまでの会社生活では味わえなかったいろいろな驚きを体験
でき 楽しんでいるところです。 

 

 

 


